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協議案件 

１ 議案・発議について 

２ 請願について 

３ 陳情について 

４ 代表・一般質問について 

５ 説明員について 

６ 意見書・決議案について 

７ 運営日程案について 

そ の 他 議長挨拶 

           委 員 長   中 島 賢 治 
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午前11時０分開議 

 

○委員長（中島賢治君） ただいまから議会運営委員会を開きます。 

 傍聴の方に申し上げます。委員会傍聴に当たっては、委員会傍聴証に記載の注意事項を遵守

いただきますようお願いいたします。 

 

議長挨拶 

○委員長（中島賢治君） 協議に先立ちまして議長の御挨拶をお願いいたします。石川議長。 

○議長（石川 弘君） 改めまして、皆さん、おはようございます。開会に当たりまして、一

言御挨拶を申し上げます。 

 日頃から委員の皆様におかれましては、議会運営に御協力いただいていますことを心から御

礼申し上げます。 

 さて、来週29日に招集されます第４回定例会におきましては、補正予算、条例議案等の重要

案件の御審議をお願いするとともに、代表質問や一般質問を実施するわけでございます。何か

と慌ただしい時期ではございますが、委員の皆様方には健康に留意されますとともに、円滑な

議会運営に特段の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げ、簡単ではございますが、開

会に当たりましての御挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございました。 

 

議案・発議について 

○委員長（中島賢治君） それでは、協議を行います。 

 初めに、議案及び発議について、事務局より説明いたさせます。議会事務局次長。 

○議会事務局次長 議案、発議の取扱いにつきまして、御説明申し上げます。恐れ入ります。

着座にて失礼いたします。 

 資料は、システムに保存されております01番、配付資料の３ページをお開きいただきたいと

存じます。 

 今回提出されております議案、発議につきましては、市長提出議案が23件、議員提出発議が

１件の計24件でございます。 

 市長提出議案の内訳は、専決処分議案２件、補正予算議案５件、条例議案８件、一般議案８

件となっております。 

 また、議員提出発議の１件は、千葉市公共交通利用促進条例の制定についてでございます。 

 付託先につきましては、議案・発議付託一覧表の左の欄に記載の委員会に付託いたしたいと

存じます。 

 委員会別付託件数につきましては、３ページの欄外に記載してございます。総務委員会７件、

保健消防委員会４件、環境経済委員会８件、教育未来委員会４件、都市建設委員会６件でござ

います。 

 議案、発議の取扱いにつきましては、以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございました。 

 それでは、御質疑等があればお願いいたします。ございませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、以上のとおり決定いたします。 

 なお、定例会開会日に、共産党より提出された発議第９号の提案理由説明文をサイドブック

スに掲載いたしますので、御了承願います。 

 

請願について 

○委員長（中島賢治君） 次に、請願につきましては、01番、配付書類４ページを御覧くださ

い。よろしいですか。 

 今回提出されました請願１件を請願文書表に記載の委員会に付託いたしたいと存じますが、

御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、以上のとおり決定いたします。 

 

陳情について 

○委員長（中島賢治君） 次に、陳情につきましては、01番、配付書類５ページ及び６ページ

を御覧ください。よろしいですか。 

 今回提出されました陳情１件を陳情文書表に記載の委員会に議長において付託いたしますの

で、御了承願います。 

 

代表・一般質問について 

○委員長（中島賢治君） 次に、代表質問及び一般質問についてでありますが、まず、代表質

問につきましては、01番、配付書類７ページ及び８ページを御覧ください。よろしいですね。 

 代表質問通告一覧表の記載のとおり、通告者５名、通告時間４時間25分となっております。 

 また、一般質問につきましては、９ページから12ページを御覧ください。 

 市政に関する一般質問通告一覧表の記載のとおり、通告者31名、通告時間13時間20分となっ

ておりますので、御了承願います。 

 

説明員について 

○委員長（中島賢治君） 次に、説明員につきましては、01番、配付書類13ページを御覧くだ

さい。 

 今定例会に出席する旨、議長に報告がありましたのは、記載のとおりであります。 

 

意見書・決議案について 

○委員長（中島賢治君） 次に、意見書・決議案につきましては、システムに保存されている

03番、令和５年第４回定例会意見書・決議案のとおりであります。いいですか。 

 提出会派の説明をお願いいたします。 

 まず、共産党さんからお願いいたします。椛澤委員。 

○委員（椛澤洋平君） それでは、４点、説明をさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 
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 まず、ナンバー１でございます。イスラエル・パレスチナ紛争の即時停戦に向けた外交努力

を求める決議案であります。 

 今回のガザ危機の直接の契機は、本年10月７日のハマスによる無差別攻撃にありました。イ

スラエルの民間人を無差別に殺傷することは国際法違反であり、強く非難するとともに、人質

の即時解放を求めるものであります。 

 他方、イスラエルがハマスの攻撃に対する自衛権を盾に、圧倒的な軍事力を行使した報復を

行っています。10月31日には、イスラエル軍がパレスチナ・ガザ地区北部のジャバリア難民キ

ャンプに対する空爆を行い、多数の子供を含む数百人の民間人が死傷したと報じられておりま

す。難民キャンプ等々に対する空爆は、明白な国際人道法違反であります。 

 イスラエルがガザへの空爆を開始して約１か月となる中でありますが、ガザ保健当局による

と、パレスチナ側の死者は１万人を超えており、その４割は子供であると報じられております。

国連特別報告者７名でつくる専門家グループでは、声明で、パレスチナの人々がジェノサイド

の重大なリスクにさらされていると確信していると厳しく警告しており、ガザの深刻な人道的

危機の打開は一刻の猶予も許されず、緊急の行動が必要であるということで、国において、双

方に対し、即時停戦に向けた交渉のテーブルに着くよう働きかける外交努力を強く求めるもの

であります。 

 これにつきましては、緊急性が高いという判断から、ぜひ急施案件として御審議・御判断い

ただきたいという要望でございます。 

 続きまして、ナンバー２、児童虐待の防止等に関する法律、児童虐待防止法の改正を求める

意見書案であります。 

 旧ジャニーズ事務所の故ジャニー喜多川氏による性加害問題を受けまして事務所が設置しま

した外部専門家による再発防止特別チームが本年８月、性加害が長期間、広範に繰り返されて

いた事実を認めた報告書を公表いたしたところであります。報告書には、多くの少年への許し

難い性虐待の事実が記されておりまして、被害の大きさは計り知れないというところでありま

す。 

 そういう中で、性被害を訴える元所属タレントは、ジャニー喜多川氏の性暴力に、当時13歳

頃の私たちは、性の知識もなく、されたことがよいことか悪いことかの判断がつかなかったと

語っておりまして、今後同じ思いをする子供たちを生まないために、法改正の必要性を強調し

ております。 

 現行の児童虐待防止法では、保護者が18歳未満の児童に行う暴行、わいせつ行為などを児童

虐待と定義しているものの、保護者は親権を持つ親に限定をされているということでありまし

て、しかしながら、今回のジャニー喜多川氏の性的虐待のように、親以外からの被害が多いこ

とも指摘をされております。 

 そのため、行為者の対象を学校や幼稚園、部活動、塾などの教師やコーチ、あるいは芸能事

務所の幹部など、子供たちを育てる場での経済的または社会的地位に基づく影響力のある第三

者にも広げるなど、被害者を出さないために早急な法改正が必要だということで、本市議会は

国に対して、児童虐待防止法を改正するよう強く求めるものであります。 

 続きまして、ナンバー３、バス路線維持のための支援制度の拡充を求める意見書案でありま

す。 
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 ガソリン価格の高騰や、2024年問題と言われるバス運転手などにおける拘束時間の改正によ

り、さらなる運転手不足の問題も重なる中で、不採算路線の維持が困難との経営判断から、本

市でもバス路線の減便や、あるいは廃止が発生する事態に陥っています。 

 バス路線の減便や廃止は、地域住民の中でも高齢者や児童生徒、他の交通手段を持たない交

通弱者に多大な影響をもたらすことになりまして、高齢者などの外出機会を減らすことが地域

経済にも大きな影響が及ぶことから、公共交通に対する財政支援の拡充が必要不可欠でありま

す。 

 地方バス路線維持のためには、現行の地域内フィーダー系統補助の対象に指定都市を追加す

ることや、あるいは交通事業の継続性を高めるために不可欠なバス運転手を確保すること、バ

ス利用促進に資する運賃制度の導入などに対する支援制度を充実することが必要であります。 

 よって、本市議会は国に対し、バス路線維持のための支援制度の拡充をするよう強く求める

ものであります。 

 続きまして、ナンバー４、犬猫の食用を禁止する法整備を求める意見書案であります。 

 日本では、犬、猫は、生活に癒やし、安らぎを与えてくる家族として飼育されております。

一般社団法人ペットフード協会が発表した2022年の全国犬猫飼育実態調査によりますと、犬の

飼育頭数は約705万頭、猫の飼育頭数は約883万頭にもなっております。 

 他方、中国やベトナム、韓国などで犬肉を食用する文化がありまして、日本国内においても、

実は東京、大阪など、一部店舗で犬、猫が食用されているということであります。 

 そうした中、世界各国で動物福祉の取組、あるいは法制化の動きが加速しております。2017

年に台湾、2018年、アメリカにおいて、犬、猫の食用禁止が法改正されるなど、世界各国では

動物福祉の取組を確実に進めています。 

 犬、猫を食べるということは、日本の食文化には当然ありませんが、食用することに強い嫌

悪感を抱くものでありますし、かけがえのない伴侶動物、愛玩動物を守り、人と動物の共生文

化を守るためにも、法律による犬、猫の食用禁止が必要と考えます。 

 よって、本市議会は国に対し、犬、猫の食用を禁止する法整備を強く求めるものであります。 

 以上です。 

○委員長（中島賢治君） 次に、公明党さん、お願いします。 

○委員（桜井秀夫君） ナンバー５、下水サーベイランス事業の実施を求める意見書案でござ

います。 

 下水サーベイランスというのは、掘り下げた研究ではなくて、必要最低限のデータを系統的

に継続的に確保して、監視によって異常の早期発見をする、そんな事業でございます。 

 内容のほうを説明させていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症の５類移行後、感染者数の把握が定点把握で変更されたことのた

め、正確な感染状況が見えづらくなっている現在、今後起こり得る感染のピークや傾向を把握

するためにも、また、新たな感染症に対応するためにも、下水サーベイランス、疫学調査を全

国の地方公共団体の下水処理場で実施すべきであるというふうに考えます。 

 感染症対策の基本は、適切な検査を正確に行うことが肝要ですけれども、ＰＣＲ検査など、

感染者が自主的に検査を受けなければ陽性者を特定できない、これはコロナのときの最大の教

訓とも言っていいと思いますけれども、こういった問題がありました。また、各地域の感染の
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広がりの傾向をつかむことができないといった状況でございました。 

 しかし、下水サーベイランスを活用すれば、その地域の見えない感染を見える化できて、ま

た、感染の初期段階から、医療機関の検査報告よりも早く感染の兆候が分かる可能性がありま

す。その後の感染の規模や増減の傾向も把握できるものというふうに言われております。 

 内閣官房が令和４年度に実施した下水サーベイランスの活用に関する実証事業でも、その結

果報告において、将来の感染状況の予測によって、市民への注意喚起や地方公共団体の体制整

備に活用できる可能性があるというふうにはっきりと明記されたところでございます。 

 したがいまして、本市議会は国に対して、早急に下記の事項を講ずるよう強く要望いたしま

す。 

 記の１、２を読みます。 

 １です。令和５年９月１日に発足しました内閣感染症危機管理統括庁が司令塔となって、厚

生労働省、国土交通省、各地方公共団体が連携して下水サーベイランス事業を全国展開するこ

と。 

 そして、２、各地域の下水サーベイランスにおける分析主体、要は感染症や、その菌を分析

する主体、保健所になるかと思いますけれども、また、それで感染症を発見した場合に、それ

を公表する主体、責任を持って公表する主体等に関するルールづくりを国が主導して行うこと

というふうに挙げさせていただきました。 

 地方自治体に複数にまたがる下水処理区域というのがよくあります。千葉市でも、例えば、

西側は10以上の市と共有しているわけですけれども、そうすると、誰が調べて誰がそれを公表

するかということはちゃんと国がルールづくりをするべきだろうといった、そういった趣旨が

２つ目でございます。 

 それで、ナンバー５は以上でございます。 

 引き続き、ナンバー６のほうをお伝えします。生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの

実現に向けた対策の強化を求める意見書案です。 

 地球上の生態系の存在について、これはなくてはならないんだということは十分共有してい

ると思います。近年でも、そういった生物多様性が失われていると。また、なかなか損失され

ているイメージ自体が持ちづらいということで、そういったことを今、強く国際的にも動きが

広がっています。 

 昨年12月が一番大きな動きでございました。同条約の、生物多様性条約の第15回目の締約国

会議のＣＯＰ15が開催され、2030年までに生物多様性の損失を止め、反転させ、回復軌道に乗

せるネイチャーポジティブの実現をミッションとしたという新たな世界目標、昆明・モントリ

オール生物多様性枠組が採択されました。今こそ、私たちの経済社会活動の基盤となっている

生物多様性を持続可能なものにしていくには、ネイチャーポジティブの実現が不可欠と考えら

れます。 

 ネイチャーポジティブを聞き慣れない方がいれば、気候変動下におけるカーボンニュートラ

ルみたいな、そんなイメージを持ってもらったらいいのかなと。要するに、国際的な共通目標

という、そんな感じでございます。 

 我が国でも、この新目標に対応した生物多様性国家戦略を策定し、全省庁が協力して国際社

会をリードするネイチャーポジティブの実現に向けた取組を進めようとしておりますけれども、
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その主体は地域であり、地方自治体だというふうになっております。 

 それはそうなんですが、ただ、本市議会は国に対して、やっぱり内容を読ませていただいて

分かると思うんですけれども、ネイチャーポジティブの実現に向けて、地方自治体や地域のＮ

ＧＯ等への支援強化を図るために、下記の事項を強く要望するものでございます。 

 記の１です。生物多様性の保全に関わる予算の確保です。 

 先日の議員団の研修会でもありましたけれども、やっぱりカーボンニュートラルもそうです

けれども、ネイチャーポジティブについては、やっぱり大きい話でございますので、国がしっ

かり予算をつけて進めていってもらわなきゃいけないと、そういった趣旨でございます。ここ

に書いてありますけれども、脱炭素関連の予算が増額される一方で、生物多様性関連の予算に

ついても必要な額を確保し、生物多様性に対する社会全体の認識を高めていくことを求めます。 

 ２、30ｂｙ30目標の達成へ地方自治体への支援の強化です。 

 2030年までに陸と海の30％以上を保全する30ｂｙ30の実現に向けて、国立公園、国定公園等

の保護地域の拡張や、自然共生サイト、民間の取組によって生物多様性の保全が図られている

区域、これは植草学園の裏がそういう、千葉市でもありますけれども、その認定の推進やそれ

を促すインセンティブの充実を図るなど、地域との連携の下に取組を加速すること。 

 ３、環境教育の推進と国民の行動変容の促進。 

 全ての子供たちが自然に触れ合う機会を創出するため、環境教育や自然保護を推進する地域

の人材育成を支援すること。また、ＮＧＯとの連携、また学校、園庭等のビオトープの普及の

促進もうたっております。 

 ４番目、循環経済（サーキュラーエコノミー）政策、いわゆる循環経済って、何か使ったも

のを循環するんだということは分かりやすいと思うんですけれども、造るときから循環を想定

して造るんだという、そういった考え方でございます。 

 廃棄物や汚染を削減し、製品と資源の循環利用を促すサーキュラーエコノミーは、脱炭素や

生物多様性と並ぶ環境政策の３本柱の１つであり、これは互いに親和性が高いと認識しており

ます。そのため、地域におけるサーキュラーエコノミー分野におけるバイオマスの持続可能性、

製品のライフサイクル全般での環境負荷軽減等の取組を支援すること。 

 以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） それでは、最後に、立憲民主・無所属さん、お願いいたします。 

○委員（田畑直子君） ナンバー７、マイナンバーカードの安全と信頼の確保及び現行の健康

保険証廃止の延期を求める意見書案でございます。 

 政府は、2024年秋に現行の健康保険証を廃止し、マイナンバーカードに一本化する法案を本

年６月２日に可決、成立させたのは御承知のとおりかと思います。しかし、マイナンバー保険

証に関するトラブルが続出し、政府は、トラブル事例について総点検を指示いたしました。 

 また、医療機関でのトラブルも報告されたほか、受付業務の負担が増えたということ、そし

て、健康保険証を残す必要があるということを回答した医療機関の割合が高いことも報告され

ております。 

 厚生労働省において報告されたマイナンバーカードによる資格確認の利用割合は、５か月連

続で下落したという状況であります。 

 そのため、政府は、資格確認を安全かつ確実に行うことができる体制や、高齢者や障害者等、
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医療的ニーズの高い人たちが排除されないような体制などの構築に向けて、マイナンバーの根

本的な制度設計の再構築も含めて、確実に取り組む必要があると考えます。 

 その上で、少なくともマイナ保険証が健康保険証として正確に機能する体制が整い、国民の

理解と納得を得るまでは、健康保険証廃止の時期を延期し、現行の健康保険証の併用を可能と

するべきである、このような意見書となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございました。 

 なお、共産党提出の１番の決議案について、緊急かつ重要な決議として早期の取扱い、いわ

ゆる急施案件にされたいという御発言がございました。この種の意見書、決議の取扱いについ

ては、先例により議会運営委員会理事会で協議することとなっております。 

 したがいまして、直ちに理事会を開催し、各会派の御意見を伺いたいと存じますので、理事

の方は５階の理事会室に御参集願います。理事以外の委員におかれましては、この場でお待ち

ください。 

 また、傍聴者の方は、この場、もしくは部屋の外の傍聴ロビーにてお待ちいただくようお願

いいたします。 

 それでは、議会運営委員会は暫時休憩といたします。 

 

午前11時20分休憩 

 

午前11時28分開議 

 

○委員長（中島賢治君） 休憩前に引き続き委員会を開きます。 

 先ほど開催されました理事会での協議結果を御報告いたします。 

 共産党提出の１番の決議案につきましては、緊急性かつ重要性は認められないとの結論でご

ざいましたので、通常の決議案として取り扱うことといたします。 

 それでは、意見書・決議案につきまして御質疑等があれば、お願いいたします。桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） それでは、ナンバー２とナンバー４について、共産党さんに確認させ

てください。 

 ナンバー２の児童虐待については、強制わいせつ罪では駄目だという理解でということなん

でしょうかね。ちょっと私、専門家の意見とか、あまりまだちゃんと調べていないので、ちょ

っとそこだけ教えてください。あくまでも児童虐待防止法の改正じゃないと、これは防げない

という認識だということだというふうに思いますけれども、そこを教えてください。 

 ２つ目です。ナンバー４、犬猫の食用禁止です。同じく哺乳類というか、鯨とかジビエのこ

とについてはどんな感じの理解で、この前提でこちらに意見書を出されているかを教えてくだ

さい。 

 以上です。 

○委員長（中島賢治君） 椛澤委員。 

○委員（椛澤洋平君） 御質問ありがとうございます。 

 ナンバー２でありますが、おっしゃるとおり、虐待防止法の中で定義が保護者に限られてい

るという中で、今回、暴行・わいせつ行為を含めた部分でしっかりと、親以外をしっかりと法
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整備で担保していくというか、書いていくということで防げていけると。これは、実際に被害

者のほうからも出されている声でありますし、国会でもいろいろ議論されている中身かと思い

ますので、ぜひ御理解いただきたいなというふうに思います。 

 それで、ナンバー４ですが、鯨等々、それを食べる文化がある我が国としては、確かに、じ

ゃ、それはよくて、犬、猫はどうなんだという話かと思いますが、当然ながら、そちらのほう

も考えていく必要があるんですが、今回は我々、やっぱり犬、猫、特に愛玩動物、ペットとし

てこれだけ飼われているという、この事実がやっぱり圧倒的に違いますね。ですから、やっぱ

りそういう、そもそも食べるという文化がありませんで、中国なんか、一部の地域で祭りをや

って、丸焼きにして食べちゃうなんてところもあるみたいで、そういう文化、ちょっと違いは

あるんですけれども、でも、やっぱり法整備をしていく中で大切な命を守っていく、動物の命

も守っていくということが必要だろうということで、今回、提案させていただいているところ

でございます。 

 以上です。 

○委員長（中島賢治君） ほかにございますか。椛澤委員。 

○委員（椛澤洋平君） では、公明党さんの下水サーベイランスの件と、まず、お伺いしたい

のが、たしかこれは、どこかの自治体で何か調査をされていた機会があるのかなと思うんです

が、令和４年度に実施した実証事業で、具体的に効果として、どういう効果があったというふ

うに認識をされているのか、ちょっと１点お聞かせいただきたいのと、あともう１点、ナンバ

ー６の生物多様性のネイチャーポジティブと。 

 方向性は我々も重々承知しているところでありますが、他方、やはり生物多様性を担保して

いく上では、乱開発というんですか、いろんな部分を、生物がすんでいるところを開発してい

く。そういう部分の何か歯止めというか、それは我が市でも今まさに起こっているような話で

ございますので、今回の意見書の中で、その手の何か制約というか、影響が及ぼすような部分

というのはあるのか、そういう意図はあるのか、ちょっとお聞かせいただけますでしょうか。 

 以上です。 

○委員長（中島賢治君） 桜井委員。 

○委員（桜井秀夫君） ナンバー５のほうからです。実証事業は、いろいろされているようで

ございます。そこでの課題のほうですけれども、コロナウイルス感染症対策推進室のほうでも

いろいろ発表されているようで、一つは、方法の標準化、当たり前ですけれども、それがまだ

至っていないので、それが重要な課題だろうと。結局、各地方自治体に任せているからだと思

いますけれども、当然だと思います。 

 特養老人ホームなんかは、やっぱり喫緊の課題として手を挙げて始めているところがありま

して、そうすると、民間も入ってきているので、なおさら手法の標準化がなされていないのが

現状のようであります。そうなると、どこを客観的に線を引いて、発表すべきとか、発表しな

いかという話も当然関わってくるだろうというふうに思います。 

 それと、あと、先ほど２つ目のところで意見で出させていただきましたけれども、やはり情

報管理というところが課題になってくるところというのは、当然のごとく言われております。 

 効果というのは、当然それが比較的迅速に、しかも設備が、下水道設備はもともとあるもの

でございますので、そんなに大して費用が大きくかからない。今回のコロナ対策みたいに、わ
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ざわざ人を配置して、建物を別に建てて検査場を造ってとか、そんなことは必要がないという

ことで、既存の下水処理施設の中でできるような、そういった仕組みだということで、やっぱ

り費用の効率性というところは、かなり効果があるということは認められているようでござい

ます。 

 ナンバー６ほうでございます。乱開発の話というのをもちろん重要な観点だろうというふう

に思います。それを、一般論としてもそういうふうに言えるわけですけれども、一つは、ここ

の２番目の30ｂｙ30のところというのは、具体的に、ネイチャーポジティブというだけではな

くて、具体的に30％以上保全するために、自然共生サイトというのをしっかり区切っていく、

認定していくと。それによって実は開発についてもかなり歯止めがかけられるという状況が分

かっております。 

 先ほど、具体例を出しましたけれども、千葉市内では、例えば、植草学園大学さんのほうが

申請されて、植草共生の森というのが2.3ヘクタールほどあるようですけれども、そこについ

ては開発は、例えば、地権者でも簡単にはできないといった状況になるといったところでござ

いますので、そういったところが具体的なそこに当てはまるのかなというふうに思います。 

 以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） ほかにございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、これらの意見書・決議案につきましては、次回

以降に御協議願いたいと存じます。 

 

運営日程案について 

○委員長（中島賢治君） 最後に、運営日程案について、事務局より説明いたさせます。議会

事務局次長。 

○議会事務局次長 運営日程案につきまして、御説明申し上げます。引き続き、着座にて失礼

いたします。 

 資料は、システムに保存されております01番、配付資料の14ページをお開きいただきたいと

存じます。 

 会期につきましては、11月29日水曜日から12月18日月曜日までの20日間を予定してございま

す。 

 11月29日水曜日、開会日は、午後１時開会でございます。 

 開会後は、諸般の報告、会議録署名人選任、会期の決定、議案、発議の上程、提案理由の説

明がございます。その後、請願の委員会付託がございまして、この日は散会でございます。 

 本会議散会後は、議案研究を行っていただきますが、11月30日木曜日まで予定してございま

す。 

 議案研究日程表につきましては、当日、配付させていただきます。 

 なお、議案質疑の通告締切りは11月30日の午後４時となっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 12月１日金曜日は、休会日でございます。 

 12月４日月曜日は、午後１時開議でございまして、議案質疑、常任委員会付託でございます。 
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 12月５日火曜日と12月６日水曜日は、常任委員会でございます。 

 なお、記載はございませんが、12月６日は、防災・減災対策調査特別委員会の開催が予定さ

れております。 

 12月７日木曜日と12月８日金曜日の２日間は、代表質問でございます。 

 12月７日は、午後１時開議で、代表質問は２会派でございます。 

 なお、この日の午前11時開催の議会運営委員会は、意見書案等の調整がございましたら開催

させていただく予定で記載しておりますが、開催しない場合は、事務局から中止の御連絡をさ

せていただきます。 

 12月８日は、午前10時開議で、代表質問は３会派でございます。 

 12月11日月曜日から12月15日金曜日までの５日間は、一般質問でございます。質問者につき

ましては、運営日程案に記載のとおりでございます。 

 12月11日は、午前10時開議でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、15ページでございます。 

 12月12日火曜日は、午後１時開議でございます。 

 12月13日水曜日は、午前10時開議でございます。 

 なお、この日は、請願、陳情の２回目の締切りとしております。締切り時刻は、午後５時と

させていただきます。 

 12月14日木曜日は、午後１時開議でございます。 

 12月15日金曜日は、午前10時開議でございます。 

 なお、この日の午後休憩時に、最終日の本会議の議事の流れ及び意見書案等の協議のための

議会運営委員会を開催させていただきたいと存じます。 

 12月18日月曜日の最終日は、午後１時開議でございまして、委員長報告、討論、採決でござ

います。最後に、市長の御挨拶がございまして、閉会でございます。 

 運営日程案につきましては、以上でございます。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございました。 

 それでは、御質疑等があれば、お願いいたします。森山委員。 

○委員（森山和博君） 運営日程の中で、議案研究のボリュームなんですけれども、大体、定

例的にこれぐらいの１日、２日なのかということと、議案質疑の前には必ず休会日が入ってい

るのは存じ上げているんですけれども、休会日の活用の仕方で、保健消防委員会がここで市内

視察を入れられるというふうに伺いました。 

 そうすると、ちょっと議案研究が、もちろん通告日が12月30日というふうになっているんで

すけれども、はみ出したとき、そういうようなときも想定しないといけないのかなと。大分、

議会運営委員会が決まる前までに、ある程度、制約が入っているように感じたんですけれども、

この辺の日程を例えば、議会運営委員会または議長、それぞれに報告しながら、幹事長に報告

とかをしながら決まっていくものにしなければいけないのかなと思うんですが、今回どのよう

に決まっているのかを教えてください。 

○委員長（中島賢治君） じゃ、議会事務局次長、お願いします。 

○議会事務局次長 今、森山委員からお話がありましたところでございますが、事務局のほう

では、確かに12月１日、保健消防委員会の市内視察が１日入るという情報も聞いておりまして、
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あと、議案研究につきましては、予算議案の第１回定例会につきましては、あとプラス２日間

とかを取っておりますが、通常の第２回から第４回定例会につきましては、議案研究を１日半

ということで押さえてございましたので、ここにつきましても通常どおりという形で押さえつ

つ、12月１日、保健消防委員会の視察はございますが、この日が通常ですと議案質疑用の原稿

作成日という形で、議員さん方、そして執行部のほうの準備期間というふうに休会日という形

に入れております。 

 ちょっと順序がぐちゃぐちゃになってしまいましたが、その流れの中でやるところでござい

ますので、若干、議案質疑をやられる会派、そして常任委員会の準備をする議員方にはちょっ

と慌ただしい日程となってしまいますが、この辺のほど、よろしくお願いしたいと思っており

ます。 

○委員長（中島賢治君） 森山委員。 

○委員（森山和博君） 議会運営委員会の、運営日程を決めるとき、それぞれの伝達する順番

があるかと思いますので、それに従ってやっていただければ、よりスムーズに了解ができるか

なと思いました。今後はよろしくお願いします。 

○委員長（中島賢治君） そういうことでよろしくお願いしたいと思います。 

 ほかにございますか。川合委員。 

○副委員長（川合隆史君） １点だけ。代表者会議等でも、追加議案が出てくるという中で、

この日程を見ると非常にタイトな日程で、当然、追加議案のスケジュール感であったりとか、

人事案件程度でしたら、ある程度審議はできるんですが、追加議案で、そういう常任委員会へ

の付託のことであるとか、そういうことになると、スケジュール的にどういうようなところで

どういうふうに調整していくのか、分かれば教えていただけますか。 

○委員長（中島賢治君） 議会事務局次長、どうぞ。 

○議会事務局次長 追加補正、国のほうの補正のほうがニュース等も流れておりまして、執行

部からのほうの情報がまた代表者会議で、いずれ召集がかかった時にお話があろうかと思いま

す。事務局のほうといたしましては、内容を確認でき次第、議長、副議長、議会運営委員会の

委員長、副委員長のほうと相談しながら、各会派の幹事長と相談しながら、各種いろいろなケ

ースがございますので、そのボリュームに応じまして委員会付託、もしくは全体での議案研究

で終わるのか、そういったところを調整させていただきまして、改めてまた周知のほうを、議

会運営委員会のほうで御報告させていただく形になろうかと思います。よろしくお願いしたい

と思います。 

○委員長（中島賢治君） いずれにしても、最終日しか入れられないですよね。どうぞ、議会

事務局次長。 

○議会事務局次長 過去のケースで、今までコロナのときもあったと思いますが、少しいろん

なケース、コロナのときにありましたので、委員会付託するにしても、ちょっと前もって議員

さん方のほうに執行部のほうから、ボリューム、内容を見ていただきながら、付託して前日に

やるとか、そういった、もしくは全協についてはもっと前もってやるとか、いろんなケースが

あったかと思いますので、各種いろんなケースを想定してやらせていただきたいと思います。 

○委員長（中島賢治君） 分かりました。じゃ、追って御連絡というような形になりますね。 

 よろしいでしょうか。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－13－ 

○副委員長（川合隆史君） はい。 

○委員長（中島賢治君） ありがとうございます。 

 ほかにございますか。ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（中島賢治君） ないようですので、以上のとおり決定いたします。 

 以上で、議会運営委員会を終了いたします。 

 御苦労さまでした。 

 

午前11時44分散会 

 

 


